
 小・中学校の夏休み期間を利用して、毎年、相模湖こども園での公開保育・協議会を行っている北相中学校区。今年度も、ふじのこども

園・北相中学校・桂北小学校・千木良小学校の校長先生をはじめ、２０名以上の先生方が参加されました。また、小学校からの情報提供により、

今回はスクールソーシャルワーカーも参加し、様々な視点から教育を考える時間となりました。 

 

  

「支援が必要な子も含め、一人ひとりに合

わせた手立てで丁寧に関わっている。」 

「素材・図鑑・写真など、子どもたちのイメージが

広がるような環境が十分に用意されていた。」 

 

「先生が子どもたちの“やってみたい”を聞

き、それを達成できるために手立てを考える。

小学校でも必要な姿勢で勉強になる。」 

 

「はさみやボンドの使い方が上手

な子が多く、日頃の積み重ねを感

じた。」 

 

「集中して製作に取り組み、自分の

作りたいものが、作業する中で深ま

っていっているように感じた。」 

 

目指す子ども像を定め、その達成に向けて、園では保育を実践

し、その成果を小学校へどうつないでいくのか、小学校では幼児

期の教育の成果をどう受け取り、育て、中学校へつないでいけば

よいのか、学びをつなぐリレーが大切となります。北相中学校区

のように、幼保小中が連携し、みんなで見合う・語り合うこの取

組は、継続・発展させていきたいですね。 

継続・発展させたい取組ですね。 


